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1．はじめに

　本報で は、西洋絵画の 材料、特に油彩の 質感に つ

い て 検 討す る。例として 、19世紀 ヨ
ー

囗 ッ パの 新古

典主 義
・
ロ マ ン 主義 絵画 から印象 派 絵画 が持つ 質感

の 変化を扱う。変化 の タ
ー

ニ ン グボイン トに写真 技術

と、画材容器として絵の 具 の 鉛チュ
ーブ の 発明があ っ

た の で は な い か と 考 え ら れ る。な お か つ 色 彩 理 論 が

絵画 表 現 に与えた 影響 にも触 れる。美 術 史 的 には、

こ れ らの 時代の 絵画と写更 が絵画表現にもた らした

影響 は既 に論 じつ くされて い る。材 料学 的にも、鉛

チ ュ
ー

ブ によ っ て油彩 絵の具 が広く普及 した こ とは多

くの 文献に記 され て い る 。 こ こ で は 色彩文化史の 面

から、写真 と鉛チ ュ
ーブが発 明された 時代を境界 線

に質感 表現がどう変わ っ たかを辿 っ で いく。

　まず、質感とは何かを定義 した い 。 質感とは、材

質 か ら受 ける感 じ
’
、表 面 の 肌 合 い や感 触 で あ る c

英語で はtextureとい い 、主 に染織の 表面の 肌触りを

指す。
」
ウ ラ ン ス 語 の 質 感を意 味する美術 用詒 マ チ エ

ー
ル （matiere ）は、物 質、素 材という意 味を持 つ 英単

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tl　／1
語 material の語源である 。

　 こ こ で は2つ の質感 につ い て考 える。 1つ 口は絵画

に描 かれた対象 が持 つ 質 感、例 えば肌 や洋服 が持 つ

質感 （texture）の 再現 、そ れ に 対して 2つ 圉 は 、絵の

具表面そ のものがもつ 質 感（materlal ！mati 白re ）という

観点を中心に考察す る。

2．油彩 の 基本的特 質

　油彩は絵の具 の ⊥に、また絵の 異 を塗 り圭ね られ

る画材 で ある。絵 の具 を塗 っ て も、下 に描 かれて い

るも の がそ の 絵 の 具を通 して 透 明に見える色
4’：
と、見

えなくすることができる色
『：〕

とがある 。 なお、亜麻仁

油 のような乾性油 などを加えるこ とで光沢感と透 明感

を増す こ とがで きる。画家は こ ういう絵の具の特質を

利用 して 、ある部分 で は下 の色 をかくし、また ある部

分で は下に塗 っ た 色を活か しなが ら絵を捐い て い く。

これがグレ
ージン ク、またはグラ ッ シと呼ぶ典型 的な

油彩技法である。
E6’，

こうして絵の 具を重ねて 仕上 げた

油彩画 は、私達 が思 っ て い るよりもた くさん の 色 の 絵

の 具が使わ れ て い る こ とが 多い 。そ れは あたかも地

面 の 下 に 重 な っ て い る 地 層 と似 て い る が 、しか し、表

面は滑 らかで光沢がある。溷 が元 米持 つ 輝き
・
層 にな

っ た絵の貝が作り出す色の 透過 と干渉によ っ て 、深み

の あ る色彩 と透明 感、玉 虫色の つ やを作り出せ る 。 こ

のような技法が古典 的油 彩凌法といわれるものである 。

　こ の 油彩の 特質は画家を惹 ぎ つ けた。それま で の

透明 感に欠き、なお か つ 制作 時間 も限られた フ レ ス

コ
／〕

、または準 備 時問の かかるテ ン ペ ラ
E ）

のような画

材 ・技法か ら、］4 世紀以降の ヨーロ ッパ の 画家達は、

油彩による表現 に試行錯誤しながらも飛びつ い て い っ

た。そ して チ ェ ン ニ
ー

ノ ・チェ ン ニ
ー

二 の 「絵 画術 の

書」に 代 表さ れ る 絵 の 具 便 い の 技法書
・レ シ ピが 重 宝

されていたのである。

3．新古典主義 自 囗 マ ン主義時代の 絵画 と質感

　写 真技 術が存在 しな い時代、特に新古典主義 ・ロ

マ ン 主義の 絵画は、よ り超 写実的で あ りつ つ 美 的に

描くこ とが理 想とされた。古代彫刻のような人物像

で 、大理石の ように輝かしさと光沢を持 っ た肌の 人物

が好ん で描かれた、、例えば画家は 、女性の 肖像画 に

皺や シ ミ、吹 き出物 な どを極力 描 かず に、しか も触

れればあたかも血 が通
．
⊃ て い るか の ようで あ り、な お

か つ 光 を 放 つ よ うな 至 高の 肌 の 質感をキ ャ ン バ ス に

再現しようと試みて い た。

　題材として は、新古典主 義の画家がギリシ ャ 的理

想郷 を求めて い た の と は 反対に 、ロ マ ン主義画家達

はヨ
ー

ロ ッパ土 俗の 伝 説や騎 士物 語の 「ロ マ ン ス．の

［− 206 ［−
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一
ロ ッ バ 絵画を中心に

．． 一

理想郷を目指して い た。どち らの 主義 に属 するにせ

よ、人物や風景はよ り美化され、崇高さを演出する

ための質愍が強調 されていたこ とに違 いはな い。

　（図 ・
］、図

・2）　フ ラ ン ス の 新 古典派旗手ダヴィ ッ

ドや弟子の アングル の 絵画 はアカ デミ
ー〕

で 高 い評

価 を得 た。彼らの 絵は古典的技法に の っ と り、顔料

に合わぜ て 亜 麻仁油や ニ ス を多量に使い 、滑らかな

表 面で、あたかも人 物が生 き て い るか の ような肌の

質感を再現 して い る 。 この 時代 、新 古典主 義や ロ マ

ン 主義 絵 画の 油彩 の 特徴 として 、顔料 として タ
ー

ル

系色素、 1丿チウム 系絵の具の多用が挙げられる 。

I」’
こ

の絵 の具 の性 質 は流 れやすく、滑 らか な こ とで ある。

そ して リチウム鉱石や石油を主成分として い るも の は 、

光輝く性質を持 ⊃ て いる。煌 めく絵 の具 を使 い、筆

跡を
・一

⊃ も残さ な い 緻密を極 める技 術 によ っ （、絵

画 を見 る者にあたか も写 実 的 な歴史 ドラ マ の
一．
こ ま

を 圉撃 して いるような感 覚を起こ させ る の に成功 した。

見 る 者に な ん の 視 知覚 的 トリッ クを要 求 しな い 、ヴィ

ンケル マ ン によるギ リシャ 芸 術の 定義 「高買なる単純
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　

」
1

さと静かなる偉大さ」通りの絵画なの である 。

4 ．写 真技術

　5 真技術の 発展は ニ ュ
ートン 光学の 流れか ら田 来

しL ［真実と 目然の探 究」による表 現 の 追 求 とい う視

点 から見 て 、啓 蒙主 義 とロ マ ン 主義にも呼応して い

　 　／．t ］　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13 ：】

る 、

’
1822 年、ニ エ プスが写 真画 像 を発明 した 。

写 真が被写体 の 質 感をそ っ くり に 写 しだせ る ように な

⊃ た こ とで 、それまで の 絵画 の 息味が変化した 。 18

世 紀 以 前 の 肖像 画 は 、正 確 で あ る こ と よりも、実 際

の人物 以上 に麗 しく偉大 に見せる こ とに関心があ っ た。

だが写真は、残酷なま で に 克明に人間の老化や歪 み

図 ・1　ダヴィ ッ ド「サ ン ・ベ ル ナ ール 峠 の ナ ポ レオ ン 」

　　　（部分）　 1801 年　マ ルメゾン 宮殿蔵

などの 質感 を写しだ して しまっ た、t ニ ス や 中 麻仁油を

使 っ た表面の 光沢 も、写 真の 印画 紙がいともたやす

く再現で ぎるようにな っ た。また写頁の 場合、印直紙

が 退色 したり破 けたりしても 、油 彩 の ように表 向のひ

びわれは起 きな い 。さらに フ ィ ル ムによ っ て 複製プ リ

ン トが 可能 にな っ た 。 そ れまでの 写 実 的で理 想 的な

肖像 画を、手 間 と時 間をか けて 描 くこ とヨ 体 の 根 幹

を揺るがしたのである 。

　で は、もは や絵画 とは？質 感の 冉 現の 追求とは何

か ワこ の ような疑問を抱い た画 家達が新たな方向性を

模索 しはじめ た 。 そ れ にとも な い、絵の 具そ の ものや

筆の 動きが作り出す質感に価値を見 出すようになっ た 。

5，鉛チ ュ
ーブ

　次に 19 世 紀の絵画 を変 えたもう
一

つ の要素 につ い

て 考えよう。

　絵の 具が入 っ た鉛チ ュ
ーブを販 売するようにな っ た

の は 1840 年代で あ る。それ ま で は画家は 工 房で 、

顔料に展色材となるア ラ ビア ゴム （樹脂）、油、ニ ス を

練 っ て、絵 の 具を作 っ て準備 した。だ が、事前 に顔

料に 展色材を練りこ んだペ ース ト状絵の 具 として 即使

用可能にな り、さらにチ ュ
ー

ブが乾燥と酸化を防ぎ、

屋外 へ の持 ち運びも容易にな
．
⊃た。

　力口え て 重 要 な の は、絵 の 具 の 質 感とい う面 の 新た

な発見である 。 チ ュ
ーブから絞り出した絵の具 は、ま

るで ケ
ー

キ にデ コ レ
ー

ショ ン を施すクリ
ー

ムの ように、

最初か ら 「形」を 持 っ て い る の で あ る 。

図 ・2　 ア ン グル 「ドーソ ン ヴィル伯爵夫人の 肖像」

　　　（部分）　 1845 年　ブ リッ ク ・
コ レクシ ョン 蔵
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　 で は、こ れらの 写真 と鉛 チ ュ
ーブ は、近代 絵画 の

質感をどのように変えてい っ たのだろうか 。

6．印象派絵画 の 質感

　アカ デミ
ー

や サ ロ ン で 認め られるための 絵画 、崇

高な歴 史画
・戦争画

・肖像画 の 幻想的な世界 の ア ン

チテ
ーゼとして、画 家個人の リアル な生活感や矢口覚、

感情の 動きを描写するようにな っ た 。 また、新古典

主 義や ［］マ ン 主 義 絵 画 が、描 か れた対 象物
・
人 物

・

風景 の 質感 と感情 を表 現して い た の に 対 して 、叩象

派絵画 が画家本人の感情、印象を投影して いる点も

見逃せ な い 。セザ ンヌ は 「感覚 の 実現」〔reall∠atiOn 　Of

sensatlon ）、「絵画は色知覚の 記録で ある」 〔paintlng

rs　recordi ［g　coloured 　sensations ．）とし1う言 葉で彼 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14 ）

美術を言 い 表して い る 。

　絵の 具 を使っ た実験 的絵画が、表面の マ チ エ
ー

ル

を多様化させ て い ⊃ た。マ チ エ
ー

ルと い う言葉は絵

肌 ・
画肌 と も 和 訳 さ れ る。例 え ば、地 塗 りの ジ ェ ッ ソ

やモデリングペ ー
スト、おが屑 などを使い 、PO　ti「 L

やざ

らつ い た表面を作るこ となどを指す。

　印象 派 の 絵画 に み る筆跡や点描 を 強 調 した 絵画 は 、

マ チ エ
ー

ルの結 実である 。 筆つかい の
一

筆
一

筆は短

く、太 い 。それは繊細に描くよりも、すばやく題材の

本質を捉え る の に適して い た 。 筆だけ で なく、パ レッ

トナイ フ 、指、チ ュ
ー

ブも絵 の具 をキ ャ ン バスに載せ

る道具 と して 使わ れ た 。 絵の 具 は、前に 塗 っ た層 が

乾燥するのを待た ずに、連続して 絵の 具 を置 ぎ続け

るこ とにより、柔 らかな輪郭 線を作 り出して いた。イ

ン パ ス ト（lmpasto）と呼ば れ る 絵の 畏 の 厚塗 りが 印象

派の典 型 的特黴 で、絵 の表画 は不透 明であることが

ほとんどで ある。なお、つ や 出しの 油をあまり加えな

い マ ッ ト
・
つ や無しが多 く見 ら れ る 。 レ ン ヌ 美 術学校

教授 ラ ングレは、印象 派の 絵の具 使 いを光 沢の ない

油彩画、すなわ ち古典的油彩画の 特徴とは矛盾した

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b：1

技法として 記 して い る。

　（図
・3、図

・4） イギリス のタ
ー

ナ
ー

の作 品は 「石

鹸の 泡と白色塗料の塊」と言われ、彼の 作風 か ら掃

除用 モ ップを使っ て 描い て い るの で はな い かと い う風

刺画を描かれるほどだ っ た。

　〔図 ・5 ）　後 期 E「］象派 の ゴ ッ ホ の う ね る よ う な 筆 さ

ばきと絵 の具の 凹 凸感 をそのまま残 した質 感は顕 著

な例で ある 。 チ ュ
ーブから練りだしたまま、な んら溶

剤 を 混 ぜ な い 粘 ⊃ こ い 生 々 しい 絵 の 具 を、そ の ま ま

キ ャ ン バスに塗 りつ けたように見える 。

図 ・3　タ
ー

ナ
ー

「雨、蒸気、速力」 （部分）

　　　ナ ショ ナ ル
・ギャラ リ

ー蔵

1844 年

翁 懲
L ＿」「

．

図
・4 　リチャ

ー
ド
・
ドイル 「制作中の 夕

一
ナ
ー」

　　 　 1846 年

図
・5　ゴッ ホ「星月夜」 （部分）　 1889 年

　　 　 ニ ュ
ーヨーク近代美術館蔵

図 ・6　スーラ 「ボル タ ンベ サン の 港」 （部分）

　　　 ミ ネアポリス 美術館蔵

1888 年

208L 二ニ　　
ー
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一
□ ・ パ 樋 を中心 1・一

一

一

7．印象派と色彩理論

　既 に言い 尽 くされ ていることだ が、印 象派 と色 彩

理 論は切り離す こ とが で ぎな い 。 19世紀は色彩理 論

が最も発展 した 100 年間だ っ たと言えよう。夕一ナ

ー
はゲ

ー
テ

IE）

の 色彩 論に深く敬意 を表 して い た 。タ

ーナ ーの 「空 気」を 描 き 、色 彩 で 感情 を 表 現 d る と い

う手法 は間違 いな くロ マ ン 主 義 から来た 印象 派 の本

流である 。 シ ュ ヴル
ー

ルの 調相理論は、モ ネ やル ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

フ 　

ワ
ー

ルに視覚体験の 表 現を奨励した。　 彼ら印 象派

の 画家達は 、色彩理 論を直感的に 応用 し、主観 的で

内面的 な世界観を追 及 してい っ た。写真の ように写

実的な絵で は なく、目分の 視覚を実験的に 表 現す る

絵画が次第にアカデミ
ー

でも評価を受けるようにな っ

た 。

　 色彩の活 用面 で は 、見 る側 の視覚 の中で混色 さ せ

る絵画表現を狙 っ て い る。絵の 具の 減法混色 で はな

く、見 る側の網 膜上 で起 きる加 法混 色 を期 待 した絵

の 具使 い な の で あ る。ゆえに、理論 に忠実な 印象 派

の画家達は黒 色絵の 具の使用 を極力避け、灰 色や低

明度の 色は補色を混 ぜるこ とによっ て 生み 出そうとし

た 。 印象派の 目指す も の は、絵画上 の 質感の 豊潤さ

だけでなく、光をあらゆる方法で具現することだっ た

の で ある，アメリカの ル
ー

ドの著書 は、ヨ
ー

ロ ッ パの

画家 にも絵画を物理 的な手法 で 表現 するため の 霊感

を与えた 。 後 期 印象 派の 画家 は、さらな る飛 躍 とし

て 色彩理論を科学的に表象 しようとした。（図 ・6）そ

の 後期印象派の ス ーラ は 、論理 的で 科学的な絵画 を

圉指 した 。 絵 の具の 色をパ レッ トの上で混 ぜ、さらに

筆 で ぼ か して 筆跡を消 す と い う普 遍 的だ⊃ た 凸 典的技

法を、無数の点描で
一蹴した 。 無数の 同 じ大き さ の

色 ドッ トによる並置 混色 は、織 物か朿1」繍 、もしくはモ

ザ イクで で き た絵の ような質感 を持 っ て い る。後期

印象派画 家は、見る者に画 家の視知覚体験を共有し

て もらうと同時に、見る者の眼と脳の中で 起きる視知

覚体験に依存する絵画技法を発表して い っ た 。

8．おわ りに

　結論として 、写 真技術の発 達と鉛チ ュ
ーブの普及

は、18世 紀末から 19世紀にか けて ヨ
ー

ロ ッパ におけ

る 油 彩 画 の 質感 に 対 す る 考えを著 しく変容さ せた の

である 。 絵の具 と溶剤、乾
．1生油がより写実的で理 想

的な美 を描 くため の素 材 に過 ぎな か っ たが、写真 の

存在 が絵画の リ ア リズ ム の 意 味を崩壊させ た v こ れ

によ
．
⊃ て、絵の 具素 材自体の持 つ 粘りや光沢、キ ャ

ン バ ス へ の 浸 み込 み などの 質感を 素材が持 つ 「マ チ

エ ー
ル」として

一つ の形ととらえる考えが 、幾つ も の

実験的絵画 を生 み 出した。背後 で色彩理 論がそ の 後

押しをして い たの で ある。 しかし、それは油彩絵の 具

が持 つ 特質に逆行 するような使 い方でもあ っ た 。

　現 代に お い て も 同 様 に 、印 刷技 術、コ ン ピュ
ータ

などの 新技術や新製 品
・素材が生まれ 、進歩する こ

と で、常に芙術はそ の 姿を変え て い くも の な の で あ

る。技術革 新 の 中で、美術 家 は 常 に 新 た な も の を 創

り出す挑戦を受け て い る。
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